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1. 本書について 

LoRa IoTスターターキットは、LoRa 通信を簡単に体験するためのキットです。本書では、LoRa IoTス

ターターキットを使って LoRa通信の実施と、温度湿度センサーのデータを IoTサーバにアップロードす

るまでの操作方法について説明します。 

2. 全体像 

スターターキットに含まれるものを使用し、温度湿度センサーのデータを、外部の IoTサーバ

ThingSpeakにアップロードします。 

 

図 1.本書で実施する操作の全体構成 

 

図 2.完成時の全体写真 
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3. 使用するもの 

本手順では、下記のものを使用します。 

 LoRa IoTスターターキット 

 (O)LG01-P-JP 

 LoRa Mini Dev-JP（以降 LoRa Mini） 

 DHT11（温度センサー） 

 USB接続のバッテリー 

スマホの充電用バッテリー（USB端子のもの）で構いません。無い場合は PCに接続による給電を使

用します。 

 PC（USB端子のあるもの） 

 Arduino IDE 

前提として、LG01-JPの下記マニュアルに従い、設定がなされているものとします。 

http://www.openwave.co.jp/LG01/LG01_LoRa_Gateway_Manual_JP.pdf 

 サンプルプログラム（下記 GitHubより取得） 

https://github.com/openwave-co-jp/LoRaToThingSpeak 

 LoRaToThingSpeak/dht11_client/dht11_client.ino 

ノード用（LoRa Mini） 

 LoRaToThingSpeak/dht11_server/dht11_server.ino 

ゲートウェイ用((O)LG01-P-JP) 

 ThingSpeak 

https://thingspeak.com/ 

  

http://www.openwave.co.jp/LG01/LG01_LoRa_Gateway_Manual_JP.pdf
https://github.com/openwave-co-jp/LoRaToThingSpeak
https://thingspeak.com/
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4. IoTサーバにアップロードするまでの操作手順 

4.1. ThingSpeakの設定 

下記 URLから ThingSpeakにアクセスし、アカウントを作成します。 

https://thingspeak.com/ 

 

 

図 3.ThingSpeakのアカウント作成 

  

https://thingspeak.com/
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アカウントを作成後、ログインします。 

My Channelsの画面からチャネルを作成します。 

 

 

省略 

 

図 4.チャネル作成 
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作成したチャネルの画面を開き、チャネルの Channel IDとWrite API Keyを控えます。 

 

図 5.チャネル情報の取得 

  



  http://www.openwave.co.jp  

 7 / 12 

©2017 株式会社オープンウェーブ 

4.2. LoRaプログラミングの前に 

次のライブラリを Arduino IDEにインクルードしておく必要があります。 

 「ThingSpeak」(ThingSpeakライブラリ) 

 「DHT sensor library」(DHTライブラリ) 

 「Adafruit Unified Sensor required」(DHTライブラリが使用するライブラリ) 

 

 

 

 

図 6.ライブラリマネージャによるインクルード 
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RadioHeadライブラリをインターネットから取得して、インクルードしておく必要があります。  

https://github.com/dragino/RadioHead/archive/master.zip 

こちらのファイルを解凍し、Arudino IDEの librariesフォルダに配置します。 

 

図 7.librariesフォルダにライブラリの配置 

4.3. LoRaゲートウェイのプログラミング 

「使用プログラム」の dht11_server.inoを、Arduino IDEで開きます。（事前に「3使用するも

の」の Arduino IDEの設定が必要となります） 

チャンネル IDと書き込みキー（Write API Key）を「図 5.チャネル情報の取得」で取得したも

のに書き換えます。 

 

図 8.ゲートウェイプログラムの修正箇所 

https://github.com/dragino/RadioHead/archive/master.zip
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設定が次のようになっていることを確認し、(O)LG01-P-JPに書き込みます。 

ボード：Dragino Yun + UNO or LG01/OLG01 

シリアルポート：(O)LG01-P-JPの IPアドレスであること 

 

 

図 9.ゲートウェイプログラムの書き込み 

ボード：Dragino Yun + UNO or LG01/OLG01 

(画像は旧表示) 



  http://www.openwave.co.jp  

 10 / 12 

©2017 株式会社オープンウェーブ 

注意）ゲートウェイ側のプログラムで、ThingSpeakのライブラリを使いますが、ThingSpeak

のライブラリ内部で、Consoleという名の処理を使っているため、プログラム上でログを出力す

るための Consoleを記述することはできません。（Console.print()を記述するとデータがアップ

されません） 

4.4. LoRaノードのプログラミング 

LoRa Miniと PCを USBケーブルで接続し、「使用プログラム」の dht11_client.inoを、

Arduino IDEで開きます。 

設定が次のようになっていることを確認し、LoRa Miniに書き込みます。 

ボード：LoRa Mini or LoRa Mini Dev 

シリアルポート：COMx（xは数字） 

 

図 10.ノードの書き込み 

  

ボード：LoRa Mini or LoRa Mini Dev 

(画像は旧表示) 
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4.5. LoRa Miniと温度湿度センサーをつなぐ 

LoRa Miniと温度湿度センサーを接続します。 

 

 

図 11.温度湿度センサーの接続 

表 1.接続端子 

 

 

 

No. LoRa mini Dev端子 DHT11端子 

1 3.3V VCC 

2 GND GND 

3 A0 DATA 
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LoRa mini Devの仕様につきましてはこちらをご覧ください。 

http://www.dragino.com/products/lora/item/126-lora-mini-dev.html 

4.6. 接続確認 

再度 ThingSpeakにアクセスし、作成したチャネルにデータがプロットされることを確認しま

す。 

 

図 12.接続確認 

 


